
国
土
交
通
委
員
会
で
畑
野
衆

議
院
が
大
臣
に
質
問
、
昨
年
成

立
し
た
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法

に
盛
り
込
ま
れ
た
違
法
な
白
ナ

ン
バ
ー
に
係
る
取
締
り
の
規
定

は
、
従
来
か
ら
の
自
家
用
ダ
ン

プ
を
違
法
と
す
る
も
の
で
な
い

と
い
う
解
釈
で
よ
ろ
し
い
か
。

金
子
大
臣
、
ト
ラ
ッ
ク
適
正

化
二
法
は
、
違
法
な
白
ト
ラ
行

為
を
行
っ
て
い
る
者
に
関
す
る

従
来
の
取
扱
い
を
変
更
す
る
も

の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
罰
則

と
す
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
と
答
弁
。

畑
野
衆
議
院
、
国
交
省
が
出

し
た
チ
ラ
シ
こ
れ
で
す
と
、
白

ナ
ン
バ
ー
全
て
違
法
に
よ
め
て

し
ま
う
。
大
臣
は
違
法
で
な
い

と
禁
止
し
た
も
の
で
な
い
と
お
っ

し
ゃ
た
。
だ
け
れ
ど
も
、
こ
う

い
う
チ
ラ
シ
が
現
場
に
一
層
の

混
乱
を
起
し
た
。

金
子
大
臣
、
ト
ラ
ッ
ク
適
正

化
二
法
の
適
切
な
執
行
に
努
め

建
設
業
者
・
関
係
者
に
丁
寧
に

周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

畑
野
衆
議
院
、
自
家
用
ダ
ン

プ
は
従
前
ど
お
り
で
周
知
さ
れ

よ
う
と
し
い
る
。
は
っ
き
り
言
っ

て
文
書
が
分
か
り
に
く
い
、
分

か
り
や
す
い
表
現
で
文
書
を
出

し
て
周
知
す
る
対
応
が
必
要
。

金
子
大
臣
、
建
設
業
と
契
約

関
係
を
し
つ
か
り
結
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
。
本
年
二
月

事
務
連
絡
発
出
、
個
人
事
業
主

が
自
家
用
ダ
ン
プ
カ
ー
の
取
扱

い
を
明
確
化
し
、
周
知
を
図
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

衆
議
院
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
・
カ
レ
ン
ダ
ー
４
月
24
日
・

国
土
交
通
委
員
会
を
選
ん
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

建
交
労
全
国
ダ
ン
プ
か
ら
ダ

ン
プ
の
実
態
を
訴
え
て
の
追
及

で
し
た
。

ダ
ン
プ
労
働
者
の
し
ん
ぶ
ん

抜
粋
で
は
、

★

労
働
者
性
は
契
約
の
形
式

で
な
い(

契
約
よ
り
も
実
態)

★

労
働
者
な
の
で
運
送
法
違

反
せ
ず

判
決
は
、
白
ナ
ン
バ
ー
の
ダ

ン
プ
持
ち
込
み
労
働
が
、
道
路

運
送
法(

い
わ
ゆ
る
白
ト
ラ
行

為)

な
ど
の
禁
止
規
定
に
該
当

し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
道
路
運

送
法
上
、
完
全
に
合
法
で
あ
る

と
認
め
て
い
ま
す
。

ダ
ン
プ
仕
事
は
、
日
々
建
設

現
場
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
都

度
契
約
を
交
わ
す
の
は
困
難
で

す
。
ダ
ン
プ
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
各

省
要
請
行
動
で
は
、
口
頭
で
も

問
題
な
い
と
回
答
。

４
月
28
日
、
徳
島
県
・
県
土

整
備
部
・
建
設
管
理
課
へ
要
請

に
行
き
ま
し
た
。

内
容
は
、
秋
田
建
設
部
が
出

し
て
い
る
「
改
正
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
の
周
知
に
つ
い
て
」

の
文
章
が
わ
か
り
や
す
い
。
徳

島
県
と
し
て
も
同
じ
よ
う
な
文

章
を
建
設
事
業
関
係
者
に
出
し

て
、
建
設
現
場
の
白
ナ
ン
バ
ー

ダ
ン
プ
は
従
来
通
り
使
っ
て
も

問
題
な
い
こ
と
を
徹
底
し
て
も

ら
い
た
い
と
要
請
し
ま
し
た
。

県
管
理
課
、
副
課
長
か
ら
私

も
現
場
に
出
て
い
た
時
白
ダ
ン

プ
が
働
い
て
い
る
の
を
見
て
き

た
。
車
持
ち
労
働
者
と
し
て
働

く
事
、
公
共
工
事
の
使
用
促
進

団
体
は
理
解
し
て
い
る
。
文
書

を
出
す
こ
と
は
内
部
で
検
討
し

た
い
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
説
明

し
た
い
と
の
回
答
で
し
た
。

組
合
か
ら
、
ダ
ン
プ
は
建
設

現
場
は
日
々
変
わ
る
。
そ
の
都

度
契
約
を
巻
く
こ
と
は
で
き
な

い
。
建
設
業
界
の
末
端
で
働
く

ダ
ン
プ
は
上
に
対
し
て
者
を
言

え
る
立
場
に
な
い
。
そ
の
点
を

十
分
に
理
解
し
て
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。
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4月24日、国土交通委員会で、共産党畑野君江衆議員が、自家用ダ

ンプの取り扱いについて追及。国土交通金子大臣「自家用行為につい

て今まで通り、変更するものではない」と答弁。

畑野衆議議員

国土交通大臣金子大臣

１
日
（
金
）

メ
ー
デ
ー

８
日
（
月
）

企
業
組
合

徳
島
営
業
所
会
議

14
・
15
日

全
国
ダ
ン
プ
幹
事
会

24
日(

日)

徳
島
ダ
ン
プ
支
部

執
行
委
員
会

５
月
行
事
予
定

徳島県・建設管理課


